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netproductionofthisforestwascalculatedatl1.8ton/ha･yearbyYoda'sfor‐
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methodTheaveragedensityofbeechseedlingswas30seedlings/m2inMay,and
reducedto5/m2inOctober，Thisreductionisassumedtobedependentaslight
intensityontheforestfloor，
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izedbytheprominentabundanceofDipteralarvae，Araneae，Chilopodaand
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*富山市科学文化センター研究業績第152号
lさ
佐藤卓・平内好子・松村勉
Aoki，sMGPanalvsis、
Keywords：Setokurayama，beechforest，foreststructure，leafbiomass，beech
seedlingsurvivalrate，soilanimalsfauna，oribatidmite．
1994年富山県大山町瀬戸蔵山のブナ林に20×20㎡の定方形区を設け，森林群落の構
造，リタートラップによる落葉量の測定，土壌動物の種類組成を観察した。
その結果，このブナ林の樹木分布はランダム分布を示し，ブナの樹高階級と胸高直径階
級分布が連続し，実生も多く分布することから極相林と考えられた。リタートラップ法
による年間落葉量は2.8ton／ha／年で，この値を用いた地上部純牛産量の推定値は11．8
ton／ha／年であった。ブナの実生の平均密度は，5月に30／nfであったが，10月には5／
㎡に減少した。この実成の密度の減少は林床の相対照度の変化と関係があることが明ら
かになった。
土壌動物は“拾取り法”（青木,1978）によって採取され，一部は種名まで明らかにさ
れた。土壌動物相は，双迩目幼虫やクモ，ムカデ，コムカデなどが多く，他のブナ林と
よく似た傾向を示していた。また，34科46種のササラダニが得られ，MGP分析ではG
型を示した。
キーワード：瀬戸蔵山，ブナ林，森林構造，落葉量，実生の消長，土壌動物相，ササラ
ダニ
ブナの結実周期は，東北地方では5～6年に1度の豊
作年(前田，1988)，中国地方では2～3年ないし6年周
期で豊作の記録がある(橋詰，1987)。富山では経験的に
3年に一回の豊作年と，6～7年に一回の大豊作年，そ
の間の凶作年が2年続く周期性を持つと言われている。
富山県高等学校教育研究会生物部会野外教材研究委員
会は，1990年より富山県大山町有峰に定方形区とリター
トラップを設け，森林構造と物質生産量の推定，そして
ブナ実生の消長について調査研究を進めてきた。調査初
年度の1990年は大豊作年で，1㎡あたり980個の落下果実
が記録されたが，翌年初夏に発芽した個体は1㎡あたり
たった67個体であった(野外教材研究委員会，1994)。こ
の散布された果実数と発芽個体数の差は何が原因であろ
うか。野外教材研究委員会（1992）が調査した有峰ブナ
図1瀬戸蔵山ブナ林の調査地点
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さ（長径と短径）を記録した。種多様度指数にはFisher
etal（1943）のα値を用いた。分散構造はMorishita
（1959）のIが法を用いた。ブナの実生の消長について
は，定方形区内に1㎡の小方形区を10箇所設け，定方形
区外のギャップ下に小方形区（1㎡）を2箇所設けた（図
2）。物質生産についての資料を得るために，0.81㎡のリ
タートラップを4個，調査区内に設置した。
土壌動物のサンプリングは定方形区内のブナの実生な
どを損ねないように，20m×20mの方形区のすぐ外側で
行った。林床に3×3mの方形区を設定し，その枠内に
おいて土壌とともに落葉・落枝・落果・腐葉土・コケな
どを拾い集め，約2，採取する拾取り法（青木，1978）
により土壌資料を得た。採集年月日は以下の通りである。
1994年5月19日…定方形区の西側(土壌資料A）
1994年7月23日…ノノ（ノノB)，東側
（土壌資料C）
1994年9月15日…ノノ（ノノD)，東側
（ノノE）
資料はその日のうちに大型ツルグレン装置に入れ，60W
電球を72時間照射して土壌動物を80％エタノール中に分
離・抽出した。抽出された動物は，まず，実体顕微鏡下
で綱あるいは目，科の単位に類別し，一部は種の単位ま
で同定した。ササラダニ類については，ホイヤー氏液で
集合プレパラートを作成し，顕微鏡下で成虫のみ，種の
同定と個体数の算定を行った。
林の場合には，落下果実の内，約50％はしいなもしくは
虫食い果実であった。また，片岡（1991）は稚樹の枯死
要因として，光条件と共に落葉層の撹乱や水分ストレス、
動物による食害，病虫害などをあげている。
1994年は全国的な豊作年で（野外教材研究委員会，
1994)，富山県大山町有峰でも1㎡あたり565個の果実落
下量が記録されている（野外教材研究委員会，1994a)。
そこで，1994年に結実し，落下した果実がどのような
消長を示し，他の動物相にどのような影響を及ぼすのか
を明らかにするため，この研究を計画した。
動物相の調査としては，移動性が低く，一年中採集が
容易である土壌動物を主な対象とした。土壌動物の大半
は，落葉，落果などの植物遺体の分解に大いに関与して
いる。それゆえ，落葉の量や質などの季節変化や，果実
の豊作の周期などとどのような相関を示すか興味深い。
今回は，まず，瀬戸蔵山ブナ林の土壌動物相（特にササ
ラダニ類）の概略について報告したい。
調査地点および調査方法
富山県のブナ林帯は標高500m～1500mに位置するた
め，リタートラップ等の継続調査に適する調査地点は少
ない。今回用いた調査地点は，調査目的に合う大山町瀬
戸蔵山ブナ林を選んだ。その理由は近くにスキー場があ
り，定方形区まで通うためにゴンドラリフトが利用でき
るためである。
瀬戸蔵山は鍬崎山（標高2089m）から大品山（1404m）
を経て極楽坂山（1043m）に伸びる尾根にある1つのピ
ークである。ブナ林はこの瀬戸蔵山から大品山にかけて：
広く分布し，瀬戸蔵山では稜線から南側によく発達して
いる。瀬戸蔵山山頂から西に下った標高1280m地点のブ
ナ林に，20m×20mの調査区を設けた（図1）。
森林構造の調査方法は従来の方法（野外教材研究委員
会，1991）を用い，2m以上の樹木について，種名，方
形区内の位置(XY座標)，胸高周囲，樹高，樹冠の大き
表l瀬戸蔵山ブナ林の調査結果と富山県のブナ
調査結果及び考察
｜，ブナ林の概要
①森林構造
瀬戸蔵山ブナ林の調査結果と富山県内のブナ林の概要
を表lに示した。
瀬戸蔵山ブナ林の密度は4900／haで，富山県内のブナ
林の値（1300～2667／ha）の2～3倍であった。種多様
度指数（α）は3.2で，富山県内のブナ林の値(24～48〉
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表2瀬戸蔵山ブナ林の種ごとの性質
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瀬戸蔵山ブナ林の樹木（H＞1.9m）の水平分布
○の大きさはDBHに比例して描かれている。
記号1：ブナ；2：オオカメノキ；3§アズキナシ
図3
図2ブナ実生の消長観察用小方形区の配置図
方形区内の○は樹木の分布を示す。記号等は図3に同じ。
ス ；4：
リョウブ；5：ハウチワカエデ；6：オオバクロモジ；
7：タムシバ；8：ヤマウルシ；9：マンサク；A：ヤマ
モミジ；B：シナノキ
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瀬戸蔵山ブナ林1994年
（ton/ha）
の中間であった。基底面積合計も富山県内のブナ林の値
（32.6～60.0㎡／ha）の中間であった。樹冠面積指数は
244ha／haで,富山県内のブナ林の値よりも大きな値を
示した。これらの指数から，瀬戸蔵山ブナ林の性質は小
径木が密集し，枝の重なりがあるため，光をめぐる競争
がまだ激しい状態であることが推察された。
樹種ごとの基底面積等を表2に示した。ブナの基底面
積及び樹冠面積指数は全体の90％以上を占め，ブナが寡
占種であることが示された。また，ブナの平均胸高直径
が18cmと小さいことは大径木が少なく，比較的若い林で
あることを示す。
表3に樹高階級分布と直径階級分布を示した。ブナは
4m以下から15-16m階級まで連続分布し，更新が継続
していることが示唆された｡その他の樹木で7-8m階級に
分布するのはシナノキだけであった。林冠に達している
ブナの直径階級分布は，10-19cmと20-29cm階級で，佐藤
（1989）の樹齢と直径の回帰式より樹齢を推定すると，
40～90年生の個体からなることが示唆された。また，直
径50cm以上の個体が見られないことと枯死木がないこと
から，50～100年前に一度皆伐され，その後現状までに復
帰した可能性が示唆された。
瀬戸蔵山ブナ林の樹木の水平分布を図3に，主要樹種
と全体の16を表4に示した。優占種のブナの16は
0.94～L41で，統計的（F検定）に1J＝1からの差が認
められないことから，ブナはランダム分布していると判
断された。オオカメノキ，アズキナシ，タムシパは，統
計的に16＞1であることから，集中分布していると判
断された。全個体では小さな集中班がランダム分布して
いることが明らかになった。
②生産構造
調査区内に4個のリタートラップを5月16日～12月1
日まで設置し，1ケ月ごとに回収し，落下物の乾燥重量
を測定した。その結果を表5に示した。4個のリタート
????
???????????←
図プブｰ 芽鱗圏ブナ葉悶ブナ枝吻ﾁｼﾏｻ､､ｻ葉悶ｵオｶﾒﾉｷ葉鰯その他
図4瀬戸蔵山ブナ林のリタートラップ調査結果
90×90cmのリタートラップを4個設置し，測定した結果を
平均した値
ラップで記録された落下物量は2.3～3.9ton／haで，設
置場所間に極端な差は認められなかった。しかし，ブナ
の落枝量は設置場所によって20倍以上の差が生じた。最
も多くの落枝量が記録されたBトラップの林冠部分では
ブナの密度が他に比べて高いため，光をめぐる競争が生
じ被陰された枝の枯死が生じたためと考えられる。季節
的な落下量の変動を図4に示した。5月～9月までの落
下物は少量（6％）だが，10月～11月の落下量は多く，全
表5瀬戸蔵山ブナ林リタートラップ調査結果(ton/ha）
Aﾄﾗｯﾌﾟ Bﾄﾗｯﾌﾟ 画~‐Cﾄﾗｯﾌﾟ Dﾄﾗｯﾌﾟ 平均
ｦ干穿扉0.0620.0730.0530.0700.065
2.177
0.280
0.103
0.031
0.124
ブナ葉
ブナ枝
ﾁｼﾏｻﾞｻ葉
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2.245
0.070
0.074
0.093
0.065
2.552
0.181
0.136
2.086
0.836
0.117
1.826
0.031
0.087
0.031
0.025 0.0170.390
苔一計 2.9562．78篭2.6002.062 3.501
表6瀬戸蔵山ブナ林の物質生産(to､/ha/年I
ブナその他ブナ林全体
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図5瀬戸蔵山ブナ林で観察されたブナ実生の消長（12個の小方形区の合計）
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表7瀬戸蔵山ブナ林の大型ツルグレン装置によって抽出された土壌動物群集
（数値は24の土壌資料中の個体数：
＋＋＋多数出現
瀬戸蔵山（ブナ林）
B CD
1994.7.231994．7．231994．9．15
調査地（植生）
土壌資料
調査年月日
TURBELLARIAウズムシ綱
GASTROPODAマキガイ綱
ORIGOCHAETAミミズ綱
Haplotaxidaナガミミズ目
Enchytraeidaeヒメミミズ科
HIRUDINEAヒル綱
ARACHNIDAクモ綱
Pseudoscorplonesカニムシ目
Opiliones ザトウムシ目
Araneae 真正クモ目
Acariダニ目
CRUSTACEA甲殻綱
Harpacticoidaソコミジンコ目
Isopodaワラジムシ目
Amphipodaヨコエピ目
DIPLOPODAヤスデ綱
PAULOPODAエダヒケムシ綱
CHILOPODAムカデ綱
Scolopendromorphaオオムカデ目
Geophilomorphaジムカデ目
Lithobiomorphaイシムカデ目
SYMPHYLAコムカデ綱
INSECTA昆虫綱
Proturaカマアシムシ目
Collembolaトビムシ目
Dipluraコムシ目
Isopteraシロアリ目
Orthopteraバッタ目
Hemipteraカメムシ目
Thysanopteraアザミウマ目
Staphylinidaeハネカクシ目科
Pselaphidaeアリズカムシ科
Curculionidae ゾウムシ科
OtherColeopteraその他の甲虫目
Coleoptera（larvae）甲虫目幼虫
Diptera（larvae）ハエ目幼虫
Formicidaeアリ科
OtherHymenopteraその他のハチ目
Lepidoptera（larvae）ガ目幻虫
個体数計
動物群数計
平均E
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瀬戸蔵山ブナ林の森林構造と土壌動物相
????
体の94％を占めた。5月～6月の落下物の大部分はブナ
の芽鱗で，全落下量の約2％であった。10月～11月の落
下量の大部分はブナの葉であった。ブナ以外で落葉量の
多い植物はチシマザサとオオカメノキで，それぞれ全落
下量の3.3％と1.1％であった。瀬戸蔵山ブナ林の落葉量
（2.8ton／ha）を他のブナ林と比較すると，有峰西谷の
22～2.8ton／ha（野外教材研究委員会,1994a），只木
（1976）がまとめたブナ林の平均値は3.8±L6toll／ha
であることから，今回の結果はブナ林の平均値より小さ
いが，その変異の範囲内であった。
瀬戸蔵山ブナ林の物質生産を，落葉量を基に依田
（1971）の計算式を用いて推定し，その結果を表6に示
した。ブナ林分としての地上部純生産量は11．8ton／
ha／年で，有峰西谷の9.3～llOton／ha／年（野外教材
研究委員会，1994）よりやや大きいが，吉良（1975）が
まとめた日本冷温帯落葉広葉樹林の値（8.32±3.6息
to､／ha／年）の範囲内であった。
③実生の消長
瀬戸蔵山ブナ林に設けた1㎡の小方形区12個の中で観
察されたブナ実生数の5月～10月までの変化を図5に示
した｡実生数は5月に最も多く観察され,その後6月～8
月にかけて減少し，その後はほとんど変化しない傾向が
認められた。平均実生密度は，5月の30／㎡を最大値と
し，10月には5／㎡に減少した。5月を基準に生存率を計
算すると，17.8％であった。この値は鳥取県大山のブナ
林縁部の73～90％（橋詰･山本,1975）や有l峰西谷の7月
と10月の間の実生生存率は48％（野外教材研究委員会，
1992）に比べてかなり小さな値であった。しかし，鳥取
県大山のブナ閉鎖林冠下のO～21％（橋詰・山本,1975）
の範囲内で，大串（1989）が観察した2％に比べると大
きな値であった。この生存率の違いは生育地の光環境が
重要な要因であると考えられた。
次に各小方形区ごとの実生数の変化を図6に示した。
その結果，5月にピークを持つタイプと，6月にピーク
を持つタイプ，10月にピークを持つタイプの3タイプが
認められた。5月の小方形区の平均相対照度を比較する
と，5月ピークタイプ(55％)は，6月ピークタイプ(3.了
％)の約1.5倍明るいので，この相対照度の違いが，この
3つのタイプを作っている原因の1つと考えられた。ま
た，10月の実生密度と7月の相対照度（0.4～5.2％）の
関係を調べるとr=0.697(P＜0.05)で，統計的に有意な
相関が認められた。このことは夏の林床照度の低下が実
生の生存に大きな影響を持つことを示す。また，ブナの
稚樹は相対照度2％で2年以内に全部枯死するという報
告（橋詰，1982）や，稚樹の生存にササによる被陰が大
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????????
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図6瀬戸蔵山ブナ林の小方形区ごとのブナ実生の消長
A－lから0－2は図2の小方形区番号と一致する。
きな影響を及ぼすこと（NakashiZuka，1988）が知られ
ている。チシマザサやユキツバキの被度が高い小方形区
の相対照度が2％以下になった期間は，7月～9月まで
あった。しかし，実生の枯死が多く見られた5月～6月
の相対照度は2％以上であったことから，もう少し高い
照度でも生育に影響する可能性が示唆された。
||、土壌動物相
①土壌動物相の概要
一般に，体長2mm以下の中型土壌動物の定量調査には
採土缶を用いる打ち込み法を，種組成等定性調査には拾
取り法が用いられる(青木，1978)。また，2mm以上の大
型土壌動物の定量調査には一定の方形枠内の土壌を掘り
取り，少しずつふるいにかけながら目につく土壌動物を
拾い取るハンドソーティング法が用いられる。したがっ
て，土壌動物相全体をできるだけ正確に把握するために
はこれらすべてのサンプリング法で相当数の枠を設定し
て調査する必要があるが，労力や装置等を考えるとほと
んど不可能に近い。そこで，拾取り法による質的な調査
を主な目的としてサンプリングし，得られた土壌動物群
集について相対的に量を比較検討することにした。
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表8瀬戸蔵山ブナ林のササラダニ類の出現状況
(数値は2，の土壌資料中の個体数：
ワ‘薩
白曙
調査地
植生
土壌資*
ムカシササラダニRz〃”Caγ"s血ySrγjC""sTRAGARDH,l93i
オオダルマヒヮダニ EO6mc〃c〃〃0"〃so”e郷α"sjHAMMEN,1952
ヒワダニ 秘め“〃肋0噸"s”"i""sCLKOCH,1836
ケナガヒワダニ ZVI”0"jgj〃s〃ゆ/“（AOKI,1966）
ヒワダニモドキfもめ“〃〃0"jg"α加加〃"ss"a（BERLESE,1904
ニセイレコダニ〃9s”/”〃0m（Rzゆ/”ん(）畑）ノ”0"jcaAOKI,197’
キョジンダニ A加/0""zα""”g増zz刀彪αAOKI,196（
ﾄノサマダニ彫γ/0〃"zα""jαα)《腕j〃GRANDJEAN,l9G
オオハラミゾダニ 動"0〃柳α""””α〃AOKI,1961
オオハラミゾダニ属sp・勤"0〃，"α""jasp.I
ヤマトイレコダ二 脚jｵﾙヵtzc"呪sﾉﾋゆ0"jc"sAOKI,195
アラメイレコダ二 A"pα“γ〃s(Aか”ααzγ"s）sかj“/"s（CLKOCH,1836
ニツコウオニダニCa郷fsjaノfz”0"j“（TRAGARDH,1910
オオヒラタオニダニ P/α〃"0娩畑Sc”"""s（BERLESE,1914）
チビコナダニモドキ〃α〃CO"0肋γ〃sP〕唇加“"sAOKI,1969
ハナビラオニダニ Ⅳりｵﾙγ〃s〃c"”"sC．L・KOCH，1841
ツキノワダニⅣ""んeγ剛α"〃”g/ggrz"〃/αBERLESE,1912
ドビンダニ Hなγ"zα""た"α”"c加〃mBERLESE,1908????????????????????????????????????????????
ヤハズマンジユウダニ助〃””cゆんg"s柳"”/"sAOKI,1967
ミナミエリナシダニ D碇C””〃Scγ“s応"をgγAOKI,1984
ヤマトクモスケダニEγe畑06e/6αﾉ"po"j“AOKI,1959
ツノツキタマゴダニ〃ααzγ"s〃"g"s（GERVAIS,1844
ツヤタマゴダニ〃ααzγ"soγｵﾙ090"josAOKI,1959
ツヤタマゴダニ科splL”cαγj”gsp二
リキシダニ C"”0，，”6幼"た（HERMANN,1804
ヒメリキシダニ Cemj0PP”9〃”γ〃"z”〃（HALLER,1882
ヒビワレイブシダニ Cam加咋s”"zos"sAOKI，195（
クワガタダニ九cmc"〃e"Sひeﾉ”"s（MICHAEL,1880
タモウツブダニ j〃/"0”ね(〃""""z“0”〃）6彫zﾉ幼郎""α加SUZUKI,1971
ナミツブダニ Q”彫"α〃0”（OUDEMANS,1902》
マドダニ科spp S"c加bgj〃“espP
コイタダニ科splOγめα"z"”gsp.l
コイタダニ科sp､20γ肋α〃"”gsp2
マブカダニ科splOγゆ0伽”gsp.］
フクロフリソデダニﾊﾉな0γ肋”9s”""〃（BERLESE,1910
コンボウオトヒメダニSc"g/0γ肋”gs/砿幼9s（CLKOCH,1841
コバネダニ科splC2mmze"”gsp.l
コバネダニ科sp2Cgmmze"dtzesD､2
エンマダニ Ezゆg/opsac”""0s（HERMANN,1804》
カブトダニ O”6”gj肱加gγj〃0"α"sBERLESE，190島
カブトダニ科sp・10"加彪"j”esp､1
ミヤマツノバネダニ H”P“〃幼彪γ”α助gs"js（AOKI,1973）
チビゲフリソデダニ ”ｲc〃Qgrz/況加"α〃幼po"j“（AOKI,1966；
個体数計
種嬰
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瀬戸蔵山ブナ林の森林構造と土壌動物相
大型ツルグレン装置によって抽出された全動物を分類
群別に類別し，それぞれの生息密度を示すと表7のよう
になった。ただし，ダニ目とトビムシ目については，小
型でかつ個体数が極めて多いため，個体数を略し，ダニ
目はササラダニ類のみ，トビムシ目は優占種のみ，種の
同定を行った。個体数では圧倒的にダニ類とトビムシ類
が多かったが，次いで，ハエ類（双迩目）幼虫，クモ，
甲虫（鞘迩目）幼虫，カニムシ，イシムカデ，ジムカデ、
コムカデなどが多くみられた。斎藤ら（1982）による谷
川岳ブナ林における大型土壌動物の調査では，ジムカデ、
ヒメヤスデ，双迩目幼虫，アリ，クモなどの密度が高い
ことが報告されている。また，吉田（1992）が奥羽山脈
烏帽子岳の主要な植生において大型土壌動物と中型土壌
動物を調査した結果，ブナ林の大型土壌動物ではミミズ
と双迩目幼虫が優占し，次いでジムカデ，クモ，コムカ
デが多く，ヤスデは一部に高密度で出現していたとされ
ている。本調査はサンプリング法が異なるので，特にミ
ミズなど極めて大型の動物群については比較することは
できないが，双迩目幼虫やクモ，ムカデ類，コムカデの
密度が高いことなどほぼ似かよった傾向を示していると
いえる。しかし，ヤスデの密度は逆にあまり高くないが；
平内が富山県内の立山ぶな坂と有峰のブナ林で調査した
結果（野外教材研究委員会，1991a）や，立山カルデラ
内の松尾峠下ブナ林の調査（平内ら，1995）でも，ムカ
デなどに比べてヤスデの密度が低いという同様の結果が
得られている。
種の単位まで分類同定されたもののリストを以下に示
す。なお，採集はすべて平内による。
カニムシ目Pseudoscorpiones
オウギツチカニムシA"0c〃肋0"〃s仏"0c〃加"〃s；
”"c"s”"c〃s(Ellingsen,.1907）
19945.19(23)，1994.723(13．1子),1994.9.15(き
ざ1.1早・6t･lp）
アカツノカニムシRzmγひれc"s/"PC"jc〃s(Ellingsen
l907）
1994.9.15(1t）
ミツマタカギカニムシMicγ“γe増γzsノ”0"j叩唾
lingsen，1907
19947.23(2.)，1994.9.15(l早）
チビカギカニムシ〃j"りc沌噌〃s′〕唇加“αElling
sen，1907
19945.19(2￥)，1994.7.23(1t･5p）
フトウデカギカニムシMic”c形昭"s池"cγ”α肋況s
Morikawa，1955
ワラ
ム目
1994.9.15(2戯
ザトウムシ目Opiliones
ムツニセタテヅメザトウムシ〃zfjsz“0池ﾉc""s〃JS
C"SSuzuki，1976
1994.9.15(1¥）烏取大学鶴崎展巨氏によれば，本
種は富山県では初めての記録であり，これが目下の分布
西限にもなる。
キブネブラシザトウムシStz6α“〃叱れ”α助eSuzu
ki，1949
1994723(ljuv.）
アカサビザトウムシGt悪γe/〃〃たγγz‘g"“(Loman
l902）
1994.9.15(l早）
ワラジムシ目Isopoda
二ホンヒメフナムシL噌城況加ﾉtゆ0"jc"班Verhoeff
l918
1995.9.15(8頭）
エダヒケムシ綱Pauropoda
クシドンゼロエダヒゲムシS"/”αzJmp"sの0"zejO‐
､"γ”〃SﾉPC"jc"/""sHagino,1991
1994.7.23.1(1早十1頭）
ケナガドンゼロエダヒゲムシS"/”α"7”zzs働陀zg/0‐
/α"γ”〃Sノ〃"””"sHagino,1991
19949.15.(1頭）
エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一
種No1
19945.19.(1¥）；1994,7,23(1頭）
エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一
種NO2
19945.19.(1¥）
コムカデ綱Symphyla
ナミコムカデH""sg"je/〃cα/”"α(Hansen,1903；
1994.723(4頭)，1994.9.15(5頭）
ヤサコムカデS)ﾉ"ゆ勿似〃ひ"とzzγis(Hansen,1903；
1994.7.23(5頭)，1994.9.15(2頭）
トビムシ目(優占種）
19945.19(資科A）
Tomoceridae（トケトビムシ科；
Tb柳0“γzfs〃α”"sFOLSON
Sminthuridae(マルトビムシ科〉
佐藤卓・平内好子・松村勉
Lゆ0/〃γなjtzpo"jcaITOH
19947.23(資料B）
Hypogastruridae(ヒメトビムシ科｝
j力ゆQgzzs"zf""tz此"jsα"αYOSII
Isotomidae(ツチトビムシ科）
Fb/so""a0a"Oczf/αmHANDSCHIN
19947.23(資料C）
Tomoceridae（トケトビムシ科）
Tb畑“e”zs〃αγ〃sFOLSON
Hypogastruridae(ヒメトビムシ科手
f力ゆ09"sかw"fm‘g"“"αYOSII
アリ科Formicidae
アメイロケアリLas〃sにﾙﾉﾙ0"0/as〃sノ況加"”"s
(Nylander,1846）
1994．9．15
カドフシアリMyγ脚“"α9m加加icO/αれゆ加"j“
Wheeler，1906
1994．9．15
②ササラダニ類について
1994年の5月および7月に採集した土壌資料から出現し
たササラダニ類の種類および個体数を表8に示した，個
体数は3資料から成体のみで1767個体，平均589個体，種
数は22～41種，平均303種，全体で46種のササラダニが
得られた，富山県のササラダニ類は，平内・大西(1994）
によって54科107種，布村(1994）によって14科16種報告
されているが，今回の調査で，オオダルマヒワダニ，ト
ノサマダニ，オオヒラタオニダニ，ミヤマツノバネダニ
の4種が新たに出現した。
標高1280mの瀬戸蔵山ブナ林から出現したササラダニ
のうち，オオダルマヒワダニ，トノサマダニ，アラメイ
レコダニ，ヤマトクモスケダニ，ツノツキタマゴダニは
丸山（1993）が低地ブナ林には出現せず，高地ブナ林だ
けに出現したと報告している種群の種である。逆に低地
ブナ林にだけ出現したとされる群の種が全く出現してい
ないことなどから，本調査地が，丸山（1984,1993）が
調査した新潟県中越地方の高地（1000～1500m）ブナ林
とよく似ていることを示唆している。また，青木・原田
（1981）は太平洋側ブナ林から高頻度に出現し，ブナ林
という環境と強く結びついた種としてキョジンダニとム
ネピロダニの一種をあげ，さらに，ブナ林の特徴として
いくつかの科・属・種の欠如を指摘した。キョジンダニ
は本調査地で5月には出現しているが7月には出現して
いない。丸山（1984,1993）によると，キョジンダニは
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図7瀬戸蔵山ブナ林のササラダニ類のMGP群組成
低地ブナ林からの出現頻度は極めてまれで，高地ブナ林
からは高頻度で出現したとされている。キョジンダニが
植生，垂直分布，地域などのいずれの特色と結びついて
いるのかはっきりしない。富山県は，丸山が調査した地
域と同じく日本海側の多雪地帯であり，ササラダニ相に
ついても共通性が高いものと予想される。今後，県内各
地のブナ林のデータを集積して比較検討したい。
優占種のうち，ナミツブダニやコンボウオトヒメダニ：
ツキノワダニはいずれもきわめて分布範囲の広い種であ
る。ヤマトイレコダニは分布の中心が山地帯以上にある
種とされている（原田，1988)。
MGP分析Iの方法(青木，1983)に従い，出現したサ
サラダニ類をM群（接門類)，G群（無翼類)，P群（有
翼類）に分類し，それぞれの種数の割合を示した（図
7）。これによると，G群が50％を下回ってはいるが最も
高く，M群とP群が20％を越えているので，おおむね青
木（1983）の提唱している森林型（G型）ササラダニ群
集といえる。
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